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組合員とＪＡを結ぶ

Hot Line

作り方

材 料(６～７個分)

【ブッセ生地】
卵(卵黄と卵白に分けておく)

２個
きび砂糖23ℊ
米粉18ℊ
粉砂糖適量
【サンドクリーム】
生クリーム60ℊ
きび砂糖６ℊ

軽くて食べやすく、作るのも簡単なブッセ。作るポイントは、３で混ぜ過ぎ
ないこと。また、４で混ぜるときも、泡がなくならないように注意して下さい。
６で粉砂糖を振りかけないで作ると、ちょっと不思議な口ざわり!?のクッキー
になります。

１．卵白をボウルに入れ、ハンドミキサーで泡立てる。
２．２回に分けながらきび砂糖を加え、硬いメレンゲを
作る(ボウルを逆さにしても落ちない程度)。

３．卵黄を加えて、ハンドミキサーでさらに混ぜる。
４．米粉を加え、ゴムベラで切るように混ぜる。
５．４の生地を絞り袋に入れて、天板に６㎝くらいの丸
形に絞り出す。

６．絞り出した生地の上から、茶こしなどを使って粉砂
糖を振りかける。

７．予熱しておいたオーブンで12分くらい焼く。
８．焼けたら網にのせて、粗熱を取る。
９．冷ましている間に、生クリームにきび砂糖を加えた
ものをハンドミキサーで泡立てる（ツノが立つくら
いまで）。

10．８に９を挟んで、出来上がり。

こめっこ
シェフから
一言

準 備

◎オーブンを180℃に予熱する。
◎天板にクッキングシートを敷いて
おく。
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　平成27年４月に入組し
た髙橋さん。現在は楯岡
支店に勤務し、貯金課の
窓口を担当しています。
その朗らかな笑顔は花の
よう。「いつでも明るく、
お客様にとって気持ちの
いい対応ができるよう、
これからもがんばりま
す」と話してくれました。

村山市名取

髙　橋　紗也花さん（23）

今月の表紙

たか はし さ　や　か

申
年
で
す
！

も
く
じ

表紙撮影協力
◎ＪＡみちのく村山
　村山地区女性部戸沢支部貸衣裳室
　☎0237－56－3006
◎ＪＡみちのく村山　玉野美容室
　☎0237－28－2190

23
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12
月
17
日
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
断
固
反
対

山
形
県
連
絡
会
議
は
、
山
形
市
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る
学
習
会

を
開
催
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
山
形
の
他
21
団
体
か
ら
計
450
人
が

参
加
。
当
Ｊ
Ａ
か
ら
も
役
職
員
25
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
東

大
石
田
営
農
セ
ン
タ
ー
で
12
月
９
日
、「
平
成
27
年
度

町
の
農

業
を
考
え
る
研
修
会
」
が
開
催
。
農
学
博
士
・
藤
井
弘
志
氏
に
よ
る
、

「
技
術
革
新
に
よ
る
大
石
田
農
業
の
未
来
図
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
14
日
に
は
大
石
田
す
い
か
生
産
部
会
に
よ
る
す

６７

12月18日、村山営農センターつや姫栽培研究会
による「平成27年度つや姫生産実績検討会」が行
われました。柴田清一会長は「つや姫の販売は順調。
この検討会は、来年に向けてのスタートになる」と、
また髙谷尚市組合長は「この研究会の勢いと力を、
全面的に農業振興につなげてほしい」とあいさつ。
今年度の集荷・販売状況や、販促活動の報告に続き、
つや姫と「山形95号」「山形112号」の試食も行わ
れました。

つや姫栽培研究会「この勢いと力を来年に」

▼

会の冒頭、あいさつする柴田会長（中央）

今
日
も
元
気
!!

女
性
部
活
動
中

合
同
研
修
会
で
そ
ば
打
ち
の
体
験
学

習
を
開
催
。
地
元
の
品
種
「
来
迎
寺
在

来
」
で
そ
ば
を
打
ち
ま
し
た
。
打
ち
た

て
・
茹
で
た
て
の
十
割
そ
ば
と
、
メ
ン

バ
ー
が
持
ち
寄
っ
た
漬
物
で
に
ぎ
や
か

な
昼
食
に
な
り
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
｢大
筋
合
意
｣の
危
機
感
を
共
有

介護施設へ｢つや姫｣
12月15日、当ＪＡの地域貢献活動と農産物のＰ
Ｒを兼ねて、村山市の村山光厚生会へ「つや姫」が
贈呈されました。同会は、市内で「特別養護老人ホー
ムふもと」「村山光ホーム」「はやまホーム」の3つ
の介護施設を管理運営している社会福祉法人。髙谷
尚市組合長より、５キロ12袋が寄贈されました。

▼

「つや姫」を贈呈。３つの介護施設で使われました

町
の
農
業
、
今
年
の
反
省
と
展
望
を
学
ぶ

12月7日、㈱山形県食肉公社で、第9回山形セレ
クション牛枝肉共進会が開かれました。県内から
170頭が出品され、当ＪＡ管内の生産者からは83
頭が出品。尾花沢市の(有)水上畜産の枝肉がチャン
ピオン賞を受賞しました。
その他の入賞成績は、以下の通り。

(有)水上畜産がチャンピオン賞に輝く

▼

チャンピオン賞を受賞した枝肉と(有)水上畜産

優秀賞１席＝西塚和雄／優秀賞２席＝(有)アサイ／優
秀賞４席＝菅嶋忍／優秀賞５席＝(有)スカイファーム
おざき／優良賞＝(有)アサイ、折原剛、片倉雄一

12
月
14
日
、
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
は
、
Ｊ
Ａ
に
つ
い
て
知
識
を
深
め

る
た
め
の
研
修
会
を
開
催
。
当
Ｊ
Ａ
の
営
農
経
済
部
門
の
内
容
を

中
心
に
、
事
業
概
況
な
ど
を
学
び
、
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
今
年
度
は
、
第
23
回
県
青
協
手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー

ル
で
尾
花
沢
地
区
青
年
部
の
作
っ
た
看
板
が
優
良
賞
を
受
賞
。
12

月
６
日
に
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ
山
形
県
青
年
大
会
で
、
大
山
智
和
副
委

青
年
部
研
修
会
開
催
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
も

12月7日、東部すいか選果施設（尾花沢市）で、
再編整備工事にともなう安全祈願祭を開催。関係者
など約50人が神事に参加し、各組織の代表が玉串
を奉奠しました。工事は来年3月中旬に完了予定で、
スイカの空洞や熟度を確認する最新の機械が導入さ
れます。

すいか選果施設 いよいよ工事スタート

▼

工事の安全、そしてすいかの豊作を祈りました

▼

受賞した尾花沢地区
青年部の野立て看板

▼

ＪＡの概況やＴＰＰ関連
情報を学びました(14日）

▼

今年度のすいかの生産・販売
を総括（14日）

▼

藤井博士による講演
（９日）

員
長
が
賞
状
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

い
か
講
習
会
も
実
施
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
出
席
者
は
真
剣
に
資

料
を
読
み
、
研
修
に
臨
ん
で
い

ま
し
た
。

12
月
11
〜
12
日
の
２
日
間
、
大
石
田
営
農
セ
ン
タ
ー
で
「
先
取
り
新
春

大
展
示
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
紳
士
服
・
婦
人
服
・
子
供
向

け
学
習
デ
ス
ク
・
ラ
ン
ド
セ
ル
・
法
要
具
な
ど
を
展
示
販
売
。
特
に
人
気

を
集
め
た
の
は
、
採
寸
を
行
っ
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
ス
ー
ツ
を
作
れ
る

サ
ー
ビ
ス
。
多
く
の
来
場
者
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

新
年
度
を
先
取
り
！
展
示
会
に
ぎ
わ
う

京
大
学
大
学
院
の

鈴
木
宣
弘
教
授
が

大
筋
合
意
の
内
容

に
つ
い
て
講
演
し
、

「
政
府
の
説
明
は

嘘
に
ま
み
れ
て
い

る
。
食
と
農
を
み

ん
な
で
支
え
合
う

社
会
へ
と
流
れ
を

変
え
て
い
く
べ
き

時
だ
」
と
述
べ
ま

し
た
。

▼

講演を行う鈴木教授
（日本農業新聞提供）

▲オンリーワンのスーツはい
かが？生地について相談

大
石
田
地
区
女
性
部

12
１お

正
月
に
向
け
、
野
菜
な
ど
を
使
っ

た
飾
り
切
り
の
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

講
師
は
花
笠
高
原
荘
の
長
澤
正
彦
調
理

長
。
包
丁
一
本
で
、
大
根
は
牡
丹
の
花

に
、
ニ
ン
ジ
ン
は
梅
の
花
に
、
キ
ュ
ウ

リ
は
松
に
、
か
ま
ぼ
こ
は
動
物
に
変
身
。

参
加
者
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
苦
戦
し
な
が

ら
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。

尾
花
沢
地
区
女
性
部
玉
野
支
部

12
14『家

の
光
』６
月
号
の
記
事
を
活
用
し

た
料
理
教
室
を
実
施
。
牛
乳
を
使
っ
た

「
乳
和
食
」
の
作
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

天
ぷ
ら
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
茶
碗
蒸
し

な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
は
ど
れ
も
塩
分
控
え

め
で
と
て
も
ヘ
ル
シ
ー
。「
牛
乳
が
こ

ん
な
風
に
使
え
る
な
ん
て
」
と
参
加
者

は
び
っ
く
り
。

尾
花
沢
地
区
女
性
部
尾
花
沢
支
部

12
18こ

ん
に
ゃ
く
作
り
の
講
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
き
く
育
つ
ま
で
４
年
か

か
る
と
い
う
こ
ん
に
ゃ
く
芋
は
、
触
る

と
か
ゆ
く
な
る
の
で
手
袋
が
必
需
品
で

す
。
大
鍋
で
茹
で
る
と
会
場
は
独
特
の

匂
い
で
い
っ
ぱ
い
に
。
さ
ら
に
手
を
加

え
、
一
晩
か
け
て
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

村
山
地
区
女
性
部
大
高
根
支
部

12
24

▼

講師は「大石田そば道楽
の会」メンバー▼

講師のお手本を確認

▼

レシピを確認、皆で手分け
して調理

▼

湯の分量をはかり、芋を
ミキサーにかけ…
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けんじ な つ え

健児さんと奈都絵さんの長女と次女。
誕生日は同じだけど、面倒見のいい優
希ちゃんに甘えたがりの咲希ちゃんと、
自然に姉妹らしく育っています。お風
呂が好きで、お父さんは２人の入浴の
ために残業せずに帰ってきてくれます。
いつもくっつき合って、お互いを見つ
めては微笑んでいる２人。最近は離乳
食にもチャレンジ中で、日を追うごと
にますます大きく、さらに仲良く成長
中です。

◆お母さんからお子さんへ
｢優希と咲希は、私たち夫婦の“行き先(ゆき・さき)”

でもあります。いつも笑顔をみんなに届けてくれてあり
がとう♡｣

村山市名取村山市名取

川田 優希ちゃん(左)・咲希ちゃん(右)(８ヵ月)川田 優希ちゃん(左)・咲希ちゃん(右)(８ヵ月)
かわたかわた ゆきゆき さきさき

子供の頃から編み物に親しんできた大山さん。
かつて実家では綿羊を飼っていて、同級生にも
編み物仲間がたくさんいたそうです。「家族と
囲炉裏にあたりながら教わりました。今も、冬
場はちょんど(じっと)していても寂しいですか
ら、毛糸と編み針で楽しんでいます」と話す大
山さん。ちょっとした補修や小物作りくらいな
ら、家族が水戸黄門を観ている間に済ませてし
まいます。「編んでいる間も、次の作品のアイ
デアが浮かぶんです。完成品は友だちや親戚に
あげるので手元には残りませんが、みんなが喜
んで着てくれることで、また意欲が湧いてきま
す」。

大石田町海谷大石田町海谷

大山 末子 さん(80歳)大山 末子 さん(80歳)
おおやまおおやま すえこすえこ



が
家
の
願
い
ご
と
は
た
だ
１
つ
…
。

２
度
目
の
大
学
受
験
に
息
子
が
合
格

す
る
こ
と
。
受
験
失
敗
の
ド
ン
底
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
１
年
…
。
合
格
す
れ
ば
、
私
の
と
こ
ろ
か
ら
離
れ

て
し
ま
う
寂
し
さ
は
あ
る
も
の
の
、
息
子
の
頑
張
り

に
神
様
か
ら
の
ご
褒
美
が
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

(村
山
市
45
歳
主
婦
)

1213

い
は
、
家
族
の
健
康
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、
消
費
税

増
税
と
、暗
い
先
行
き
が
待
っ
て
い
ま
す
…
が
、好
き

な
農
業
を
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

(村
山
市
73
歳
農
業
)

康
第
一
と
家
内
安
全
を
、
猿
羽
根
(さ
ば
ね
)様
と
文

殊
様
に
お
参
り
し
ま
す
。
80
歳
を
越
す
ま
で
、
大
き

な
病
気
も
せ
ず
に
生
き
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

(村
山
市
81
歳
農
業
)

詣
の
願
い
ご
と
…
。
家
族
が
健
康
で
幸
せ
に
生
活
す

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
世
界
中
の
み
ん
な
が
幸
せ

に
な
り
ま
す
よ
う
に
‼

(尾
花
沢
市
57
歳
公
務
員
)

ん
な
が
笑
顔
で
す
ご
せ
ま
す
よ
う
に
…
。
今
、
私
は

ひ
ざ
が
痛
い
で
す
。

(村
山
市
53
歳
主
婦
)

い
ご
と
と
言
え
ば
、な
ん
と
言
っ
て
も
健
康
で
す
。健

康
に
勝
る
宝
物
な
ん
て
な
い
か
ら
ね
。
お
金
の
楽
し

み
も
、
健
康
あ
っ
て
こ
そ
だ
か
ら
ね
。
(村
山
市
73
歳
主
婦
)

詣
の
願
い
ご
と
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、
家
族
の
健

康
で
す
‼

(村
山
市
51
歳
自
営
業
)

族
が
み
ん
な
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
次
に
来
る
申

年
に
願
い
を
込
め
て
、
し
っ
か
り
上
を
見
て
歩
き
た

い
で
す
。

(村
山
市
69
歳
)

詣
に
は
行
か
れ
ま
せ
ん
が
、
家
の
神
棚
に
、
青
松
の

小
枝
と
、
お
神
酒
と
、
粗
塩
と
新
米
を
あ
げ
ま
す
。

別
に
暮
ら
し
て
い
る
子
供
と
孫
た
ち
の
健
康
を
願
い
、
私
も

転
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て
、
も
う
一
年
健
康
で

過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
。
毎
年
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

(村
山
市
87
歳
)

番
の
願
い
ご
と
は
、「
ケ
ガ
も
な
く
病
気
も
な
く
、

家
族
み
ん
な
が
一
年
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
…
。」
そ

れ
か
ら
、「
新
車
が
購
入
で
き
る
く
ら
い
の
貯
金
が
た
ま
り

ま
す
よ
う
に
。」

(村
山
市
48
歳
会
社
員
)

詣
の
願
い
ご
と
は
、
家
族
が
健
康
で
、
仲
良
く
暮
ら

せ
ま
す
よ
う
に
。
孫
た
ち
も
元
気
に
ま
っ
す
ぐ
成
長

し
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。
新
し
い
孫
も
、
無
事
に
生
ま
れ
て

き
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。

(尾
花
沢
市
61
歳
主
婦
)

院
し
な
が
ら
農
作
業
で
が
ん
ば
り
過
ぎ
た
の
が
た
た

り
、
今
も
通
院
生
活
。「
あ
ち
こ
ち
痛
い
の
が
早
く

治
り
ま
す
よ
う
に
」。

(尾
花
沢
市
57
歳
)

族
皆
、
大
き
な
病
気
も
せ
ず
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
平
成
28
年
も
元
気
で
過
ご
せ
る
こ

と
が
願
い
で
す
。

(尾
花
沢
市
60
歳
会
社
員
)

年
の
春
に
千
葉
の
会
社
を
退
職
し
、
親
の
仕
事
、
農

業
を
手
伝
っ
て
い
ま
す
。「
ふ
れ
あ
い
」
を
読
ん
で

頑
張
っ
て
ま
す
。「
こ
の
農
家
に
聞
く
」
コ
ー
ナ
ー
が
楽
し

み
で
す
。

(村
山
市
28
歳
農
業
)

ち
の
く
ぼ
い
す
」
の
話
題
は
、
良
い
こ
と
も
悪
い
こ

と
も
、
赤
裸
々
に
書
い
て
あ
り
、
様
々
な
人
生
が
あ

る
の
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

(村
山
市
65
歳
)

し
ぶ
り
に
、
孫
と
パ
ズ
ル
を
解
き
ま
し
た
。
今
年
は

雪
が
遅
い
で
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
ツ
バ
キ
の
花
が
見
ら

れ
ま
す
ね
。

(村
山
市
76
歳
)

つ
も
「
わ
が
家
の
味
じ
ま
ん
」
楽
し
み
で
す
。
12
月

号
の
「
い
と
こ
煮
」
さ
っ
そ
く
作
っ
て
み
ま
し
た
。

お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。
こ
の
レ
シ
ピ
は
保
存
版
で
す
。

(尾
花
沢
市
61
歳
主
婦
)

号
楽
し
み
で
す
。
特
に
表
紙
コ
ー
ナ
ー
は
明
る
い
ほ

の
ぼ
の
し
た
温
か
み
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
子
た
ち
が

元
気
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

(尾
花
沢
市
81
歳
農
業
)

つ
も
読
ん
で
い
ま
す
。
同
じ
地
域
の
方
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
ペ
ー
ジ
は
、
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
努
力

し
て
い
る
方
か
ら
元
気
を
も
ら
い
、
ま
た
頑
張
ろ
う
と
気
持

ち
が
前
向
き
に
な
り
ま
す
。

(大
石
田
町
30
歳
)

今
月
の

テ
ー
マ

初
詣
の
願
い
ご
と

◇
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

寒
さ
も
雪
も
厳
し
い
季
節
。
だ
け
ど
、
家
で
の
趣
味

や
遊
び
、ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、こ
の
時
期
し
か

で
き
な
い
こ
と
も
、
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
。
皆
さ
ん
や
、

ご
家
族
の
「
冬
な
ら
で
は
の
楽
し
み
」
を
、
ハ
ガ
キ
に

書
い
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

｢冬
、
こ
れ
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
！
」
で
す
。

２月
モナ･カサンドラ

牡羊座 ３/21～４/19

【全体運】自分が思った通りに動くことで、
運をつかめそう。直感やひらめきを大切
に。気力アップには深呼吸が効果的

牡牛座 ４/20～５/20

双子座 ５/21～６/21

蟹座 ６/22～７/22

獅子座 ７/23～８/22

乙女座 ８/23～９/22

天秤座 ９/23～10/23

蠍座 10/24～11/22

射手座 11/23～12/21

山羊座 12/22～１/19

水瓶座 １/20～２/18

魚座 ２/19～３/20

ヨコのカギ
①１月は睦月、２月は――
②結婚して――を持ちました
③酒を温めること
④疲れたので――しよう
⑤電子メールを数えるときにも
使う言葉

⑦ハイ(high)の反対語
⑨日本初の国産磁器 積み出し
港だった佐賀県の地名を冠し
ています

⑪風呂から上がるときに浴びま
す

⑫自動車の燃料の一つ
⑬バレンタインデーに伝える人
もいます

⑭古い杉の木などではとても太
くなります

⑮節分にまく物

タテのカギ
①物事が起こる気配 春の――
③絵や文字を修正したり書き足
したりすること

⑥鹿児島県の南端にある島
⑧たばこと一緒に持ち歩くこと
の多い道具

⑩配偶者の妹、あるいは弟の妻
⑪東大寺や――大社がある奈良
公園

⑬一般的には白みそより辛め
⑭生まれて一月の赤ちゃんを連
れて、神社へ――に行きまし
た

⑯薬の――がすぐに表れた
⑰チョコレートを溶かすには、
じか火ではなく――すること
が多い

クロスワードを解いて、Ａ～Ｄの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

応 募 方 法
[ハガキ記入例]

◆応募のきまり
•[ハガキ記入例]を参考に記入して下さい。１人につき１枚有効です。
•みちのくぼいすの｢今月のテーマ｣の話題や、本誌へのご意見・ご要望
をお寄せ下さい。なお、紙面のスペースの都合上、一部のハガキや文
章の内容を割愛することがあります(みちのくぼいすに掲載されない
場合でも、クロスワードパズルの応募対象者となります)。

◆送り先
•ハガキ………上記［ハガキ記入例］をご参照下さい。
•電子メール…fureai＠mitinoku.or.jp
•ＦＡＸ………0237－55－5825
◆応募締め切り １月26日(火) ※当日消印有効
◆発 表
•｢ふれあい｣２月号誌上にて行います。あらかじめご了承下さい。
•クロスワードパズル正解者の方の中から抽選で５名と、みちのくぼい
すの｢今月のテーマ大賞｣の方１名に､図書カードをプレゼントします｡

12
月
号
の
答
え
は

「
カ
ン
ツ
バ
キ
」
で
し
た
。

パ
ズ
ル
正
解
者
の
中
か
ら
厳
正
な

抽
選
の
結
果
、
左
記
の
５
名
の
方
が

当
選
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

•
奥
山
富
美
子
さ
ん
(村
山
市
櫤
山
)

•
林

稔
さ
ん
(村
山
市
櫤
山
)

•
土
屋

恵
美
さ
ん
(村
山
市
富
並
)

•
大
山

敬
子
さ
ん
(尾
花
沢
市
横
町
)

•
草
刈

鈴
子
さ
ん
(大
石
田
町
大
石
田
丁
)

<12
月
号
の
解
答
>

答え
○○○

○

テーマに
関する身

近な話題

や｢ふれ
あい｣へ

のご意見
・

ご要望を
お願いし

ます。

郵便番
号

住
所

氏
名

年
齢

職
業

電話番
号

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広

報

係
行

995-0011
52

16

17

14

15

13

10

11

12

８

９

６

７

１

２

３

４

５

B

D

C

17

15

16

12

13

14

11

８

９

10

５

６

７

１

２

３

４

Cハ ツ モ ウ デ ア
ム チ イ カ リ

ネ ジ ガ ス ケ ツ
ツ サ バ ク タ
ク ウ ラ ン コ ケ
レ キ シ ソ フ
ス ナ ガ デ ン ワ

Ａ

Ａ

B

Ｅ

次
回
の
テ
ー
マ
は

Ｄ

健み

願家

初

初一初 初

久

今

毎

我

願

い ｢み

【全体運】ストレスをため込みやすい暗示。
背伸びせず、自分らしさを忘れないで。
気分転換には自然に触れるのがベスト

【全体運】行動力が高まりアクティブに動
き回れるはず。過去に駄目だったことに
も再トライ可能。攻めの姿勢にツキ

【全体運】やたらと他人を詮索して、運気
低下を招く結果に。人は人、自分は自分
と割り切りましょう。鏡を磨くと幸運が

【全体運】優柔不断になりやすい月。決め
られないときは頼れる人に助言をもらい､
参考にして。やる気回復には音楽鑑賞を

【全体運】神経質になりやすい時期。物事
を深刻に受け止めず、気楽に構えるのが
正解です。笑いやユーモアが開運の秘訣

【全体運】レジャー運が華やぐ兆し。気の
合う仲間とにぎやかに過ごして｡共通の趣
味や楽しみを持つ人たちとの交流も大吉

【全体運】感情的になり、つまらないこと
で腹を立てがち。意識的に笑みを心掛け
て。問題解決には日記を読み返すと有益

【全体運】知的好奇心を刺激され、いろい
ろと知りたくなりそう。でも、手を広げ
過ぎず、何か一つに絞るのが成功の鍵

【全体運】リラックス気分で過ごせるでし
ょう。やるべき作業を早めに片付けたら、
趣味や好きなことに打ち込むと成果が

【全体運】自己主張に最適な星回り。やっ
てみたいことがあれば、意欲的に挑戦を。
思い付いた計画の実行も好結果に

【全体運】急に大きなことをしようとせず、
地道な努力をキープして。人に親切にす
るのも運気上昇のきっかけになります

通家

い



15

理
事
会
だ
よ
り

第
10
回
理
事
会
が
12
月
21
日
に

開
催
。
主
な
議
案
と
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

第
１
号

平
成
27
年
度
仮
決
算
監

事
監
査
報
告
の
回
答
に

つ
い
て

第
２
号

出
資
口
数
の
減
口
承
認

に
つ
い
て

追
加
１

資
産
査
定
要
領
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

【報
告
事
項
】

•
経
過
報
告
お
よ
び
行
事
予
定
に

つ
い
て

•
主
要
勘
定
・
安
全
性
の
指
標
に

つ
い
て

•
新
年
祝
賀
式
に
つ
い
て

•
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山
「
冬
季
節

電
運
動
」
の
実
施
に
つ
い
て

•
平
成
26
年
産
米
の
仮
精
算
実
施

に
つ
い
て

•
平
成
27
年
産
米
の
集
荷
状
況
に

つ
い
て

•
大
口
貸
出
先
に
係
る
貸
出
条
件

変
更
に
つ
い
て

•
Ｊ
Ａ
貯
金
ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
実
績
に
つ
い
て

•
年
末
年
始
休
み
中
の
事
故
受
付

対
応
に
つ
い
て

―
農
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

も
と
も
と
、「
い
ず
れ
は
農
業

を
、
将
来
は
家
業
を
継
い
で
い
こ

う
」
と
い
う
使
命
感
が
あ
り
ま
し

た
。
私
の
両
親
は
、
家
業
を
継
ぐ

こ
と
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
何
を
や

っ
て
も
い
い
と
言
っ
て
く
れ
て
た

ん
で
す
け
ど
ね
。
大
学
を
卒
業
し

て
、
関
東
方
面
で
し
ば
ら
く
農
作

物
の
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
働
い
た
後

で
、
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
形
で
地
元
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
前
の
仕
事
も
、

将
来
的
に
農
業
に
携
わ
る
こ
と
を

考
え
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
の
経
験
は
、
今
、
農
業
を

や
る
上
で
も
役
に
立
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

―
農
業
で
感
じ
た
こ
と
は
？

就
農
し
て
２
年
目
で
す
が
、
地

域
の
方
や
家
族
に
従
業
員
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が

ら
農
業
を
や
っ
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
は
実
感
し
て
い
ま
す
。
普
段
、

我
が
家
で
は
家
族
４
人
と
従
業
員

２
人
で
、
互
い
に
協
力
し
な
が
ら

作
物
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
担
当

す
る
仕
事
を
各
自
最
初
か
ら
最
後

ま
で
責
任
を
持
っ
て
「
や
り
切

る
」
こ
と
で
す
ね
。

―
農
業
の
面
白
さ
は
？

と
に
か
く
農
業
は
、
お
い
し
い

作
物
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

そ
れ
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
以

前
、
消
費
者
の
方
か
ら
感
想
を
頂

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
自
分

の
作
っ
た
も
の
を
誰
か
に
食
べ
て

も
ら
っ
て
、「
お
い
し
い
！
」
と

言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
や
は
り
農

家
と
し
て
は
嬉
し
い
で
す
。
農
業

に
つ
い
て
は
、
複
雑
に
考
え
れ
ば

い
ろ
ん
な
こ
と
が
言
え
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
最
終
的
に
は
「
お
い
し

い
も
の
を
作
る
」
と
い
う
シ
ン
プ

ル
な
と
こ
ろ
に
行
き
つ
く
と
私
は

思
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
を
教
え
て

く
だ
さ
い

目
標
と
い
う
よ
り
も
、「
や
る

か
ら
に
は
農
業
で
食
っ
て
い
く
」

と
い
う
、
そ
の
一
言
に
尽
き
ま

す
。
日
々
、
責
任
を
果
た
し
な
が

ら
作
業
を
「
や
り
切
る
」
の
は
大

変
な
こ
と
で
す
が
、
生
活
も
か
か

っ
て
い
ま
す
し
ね
。
農
業
で
食
っ

て
い
っ
て
、
そ
し
て
家
族
・
従
業

員
を
養
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
や

は
り
農
業
は
「
お
い
し
い
も
の
を

作
る
」
こ
と
が
全
て
だ
と
思
う
の

で
、
そ
れ
を
実
直
に
果
た
し
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
結

果
は
後
か
ら
お
の
ず
と
つ
い
て
く

る
で
し
ょ
う
。
私
は
そ
れ
で
十
分

で
す
。

土 が 好 き

責任を持って、実直に
全ては
｢おいしいもの｣を作るため

PROFILE
村山市大槇

奥山 拓 さん（33歳）
おく やま たく

■水稲2㌶、野菜2.1㌶を栽培
｢いずれは家業を継ごう｣という使命感を
胸に、他業種での経験を経て就農。「農業
は、いくら複雑に考えても、最終的な結論
はたったひとつだけ」と話す。

１月の税務相談
相談ご希望の方は、お気軽
に１月25日(月)まで本店管理
部総務課(☎55-6311)へお申
し込み下さい。相談日時など
詳細については後日直接本人
にご連絡いたします。相談は
無料です。

家畜を飼われている方へ(定期報告のお願い)
家畜を１頭・１羽でも飼っている方は、毎年２月１日

現在の飼育頭羽数などを県に報告する必要があります。
前年に報告済みの方には、１月末に用紙が届きます。

必要事項を記入の上、以下の宛先へ郵送かＦＡＸで送付
して下さい。

新たに飼育を始めた方や、飼育しているのに用紙が届
かないという方は、お手数ですがご連絡をお願いします。
対象となる家畜の種類は、以下の通りです。
牛･水牛･鹿･めん羊･山羊･馬(ポニー含む)･豚(ミニ豚

含む)･いのしし･鶏(烏骨鶏、チャボ含む)､うずら､あひ
る､きじ､だちょう､ほろほろ鳥､七面鳥

〒990-2161
山形市漆山736 山形県中央家畜保健衛生所
☎ 023-686-4410 FAX 023-686-5715

売却物件のご案内
◆所在地／村山市中央一丁目1,383番１外１筆
◆地目／雑種地 ◆面積／2,129㎡
上記土地の購入を希望される方は下記までご連絡の上､

お申込みください｡価格については､ご相談させていただ
きます｡なお､申込者多数の場合は最低価格を示した上で､
入札にて決定させていただきます。
申込みには下記の申込み要件がございますのでご了承

ください。
◆申込み要件
⑴村山市、尾花沢市、大石田町在住の個人または法人
⑵購入後の土地の活用および用途について、周辺に迷
惑をかける恐れのある場合はお断りする場合がござ
います。

◆申込み期間
平成28年1月15日(金)～平成28年１月25日(月)

◆申込み連絡先
ＪＡみちのく村山 管理部 古瀬(☎0237-55-6311)

詳しくは､旅行センターへお気軽にお問い合わせ下さい
☎0237－55－6314

村山市名取
板垣 慶一 さんより
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